
自衛官候補生15名が入隊自衛官候補生15名が入隊

弘前駐屯地創立53周年記念日行事弘前駐屯地創立53周年記念日行事

令和３年度自衛官候補生入隊式令和３年度自衛官候補生入隊式
・関連記事３面・関連記事３面

今年度最初の射撃野営今年度最初の射撃野営
令和３年度第１次連隊射撃野営令和３年度第１次連隊射撃野営
・関連記事４面・関連記事４面

弘前駐屯地　自候生特集弘前駐屯地　自候生特集
・関連記事６面・関連記事６面

岩木山に、春をもたらす岩木山に、春をもたらす
令和３年度岩木山観光復興協力令和３年度岩木山観光復興協力
・関連記事５面・関連記事５面

・関連記事　２面・関連記事　２面

― 業務予定 ―

●弘前演習場整備

　（７月５日～16日）

●新隊員教育射撃

　（８月18日～23日）

●重迫撃砲中隊・情報小隊検閲

　（８月26日～９月４日）

発　　行

弘前市防衛協会

事務局：弘前商工会議所内
住所 弘前市上鞘師町18-1

電話 33－４１１１㈹

印 刷 　 小 野 印 刷
弘前市富田町52
電話 32－７４７１
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第９音楽隊演奏 チビッ子広場の様子 展示されている戦車も大人気

受付の際、検温と消毒を実施 天内司令式辞 観閲行進の様子

記念式典の様子

訓練展示

弘前駐屯地創立53周年記念日行事弘前駐屯地創立53周年記念日行事
　

弘
前
駐
屯
地
（
司
令
・
天
内
一
佐
）
は
四
月
十
八
日
、
駐
屯
地
創
立
五
十
三

周
年
記
念
日
行
事
を
挙
行
し
た
。

　

記
念
日
当
日
は
生
憎
の
天
候
で
更
に
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り

入
場
制
限
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
約
五
百
五
十
人
の
招
待
者
、
市
民
が
駐
屯
地

を
訪
れ
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
観
閲
部
隊
指
揮
官
第
九
偵
察
隊
長
・
久
下
谷
二
佐
の
指
揮

す
る
約
三
百
名
の
隊
員
を
前
に
、
天
内
司
令
は
「
郷
土
を
守
る
こ
と
が
国
防
の

基
本
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
地
域
の
皆
様
と
の
絆
を
よ
り
一
層
強
固
に
し

つ
つ
、
訓
練
精
到
に
し
て
、
規
律
厳
正
、
団
結
強
固
、
士
気
旺
盛
に
裏
打
ち
さ

れ
た
『
健
全
で
精
強
な
郷
土
愛
溢
れ
る
駐
屯
地
』
と
し
て
日
々
精
進
し
て
い
く

こ
と
を
改
め
て
諸
官
と
と
も
に
誓
う
」
と
式
辞
し
、
櫻
田
宏
弘
前
市
長
、
木
村

次
郎
衆
議
院
議
員
、
田
名
部
匡
代
参
議
院
議
員
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。
事

後
、
観
閲
行
進
を
行
い
、
第
九
音
楽
隊
の
演
奏
の
中
、
隊
員
約
三
百
名
、
車
両

三
十
五
両
の
堂
々
た
る
行
進
に
大
勢
の
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

記
念
式
典
の
後
、
第
九
音
楽
隊
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
演
奏
や
、
第
二
中
隊
を

基
幹
と
し
た
増
強
部
隊
に
よ
る
迫
力
満
点
の
訓
練
展
示
が
行
わ
れ
、
目
の
前
で

繰
り
広
げ
ら
れ
た
戦
闘
シ
ー
ン
や
、
火
砲
の
空
包
射
撃
に
歓
声
が
沸
き
あ
が
っ

た
。

　

こ
の
他
に
も
雪
上
車
の
体
験
試
乗
の
他
、
チ
ビ
ッ
子
広
場
、
装
備
品
展
示
な

ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
が
多
く
の
市
民
と
信
頼

と
理
解
を
深
め
る
記
念
行
事
と
な
っ
た
。

【自衛官採用案内】　お問い合わせは、自衛隊青森地方協力本部弘前地域事務所 TEL 27－3871まで

試　験　日　程

募　集　種　目 資　　格 受　付　期　間 試験日（試験会場）

航空学生
高卒（見込含）

海：18歳以上23歳未満
空：18歳以上21歳未満

７月１日～９月９日 ９月20日（月）（弘前医療福祉大学）

一般曹候補生 18歳以上33歳未満 ７月１日～９月６日 ９月18日（土）（弘前医療福祉大学）

自衛官候補生（男子） 18歳以上33歳未満 ～９月６日 ９月25（土）・26日（日）（弘前駐屯地）

自衛官候補生（女子） 18歳以上33歳未満 ～９月６日 10月１日（金）（青森駐屯地）
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式辞を述べる天内連隊長 櫻田宏弘前市長からのビデオレター 力強く銃を受け取る自候生

身辺整理をする入隊予定者 弘前駐屯地食堂にて初めての食事 約４日ぶりに父兄等に凛々しい姿を見せる

募集担当の広報官と共に着隊

自衛官候補生15名が入隊自衛官候補生15名が入隊 令和３年度自衛官候補生入隊式

厳粛な中行われた入隊式 力強く宣誓を行う須藤自候生

　

第
三
十
九
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長
・
天
内
一
佐
）
は
四
月
四
日
、

駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
自
衛
官

候
補
生
十
五
名
の
入
隊
式
を
行
っ

た
。

　

式
は
、
御
父
兄
、
ご
来
賓
及
び

先
輩
隊
員
ら
が
参
列
す
る
中
、
候

補
生
を
代
表
し
て
岩
崎
夢
飛
自
候

生
が
申
告
を
行
い
、
須
藤
世
羅
自

候
生
が
「
自
衛
官
と
し
て
必
要
な

知
識
及
び
技
能
の
修
得
に
励
む
こ

と
を
誓
い
ま
す
。」
と
力
強
く
宣

誓
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
天
内
連
隊
長
は

「
目
標
を
も
っ
て
全
力
で
取
り
組

め
」「
同
期
と
の
絆
を
深
め
よ
」

「
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
」
の
三
点
を
要
望
事
項
と
し
、

「
三
ヶ
月
後
、
参
列
し
た
先
輩
隊

員
と
肩
を
並
べ
る
く
ら
い
立
派
に

成
長
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。」

と
式
辞
し
、
こ
の
後
、
櫻
田
宏
弘

前
市
長
よ
り
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
の

祝
辞
を
頂
い
た
。

　

式
に
参
列
し
た
父
兄
等
は
約
四

日
ぶ
り
に
み
る
自
候
生
の
決
意
を

秘
め
た
眼
差
し
と
、
凛
々
し
い
制

服
姿
に
目
を
細
め
て
い
た
。
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半装填を行う隊員 重機関銃の射撃 70式地雷原爆破装置の発射

指向性散弾を設置する隊員 狙撃銃の射撃 個人携帯対戦車弾発射

01式軽対戦車誘導弾の射撃

今年度最初の連隊射撃野営！！
令和３年度連隊第１次射撃野営

　

第
三
十
九
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
・
天
内
一
佐
）
は
四
月
六
日
か
ら
十

一
日
ま
で
の
間
、
約
四
百
名
の
隊
員
が
参
加
し
令
和
三
年
度
連
隊
第
一
次

射
撃
野
営
訓
練
を
岩
手
山
演
習
場
に
て
実
施
し
た
。

　

本
訓
練
は
、
爆
破
・
射
撃
練
度
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
た
。
実
施
し
た
課
目
は
７
０
式
地
雷
原
爆
破
装
置
、
指
向
性
散

弾
、
爆
破
、
狙
撃
銃
、
１
２
・
７
ミ
リ
重
機
関
銃
、
個
人
携
帯
対
戦
車

弾
、
０
６
式
小
銃
て
き
弾
、
０
１
式
軽
対
戦
車
誘
導
弾
、
８
１
ミ
リ
迫
撃

砲
及
び
１
２
０
ミ
リ
迫
撃
砲
で
あ
る
。

　

当
日
は
比
較
的
恵
ま
れ
た
天
候
で
あ
っ
た
た
め
、
隊
員
は
各
種
爆
破
・

射
撃
訓
練
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
度
は
冬
季
連
隊
検
閲
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
隊
員
に
と
っ
て
更
な
る
練
度
向
上
に
繋
が
っ
た
。
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車載機関銃射撃の様子

捕虜の取り扱いの様子

濃霧の中、除雪する隊員

第
一
回

中
隊
練
成
訓
練
実
施

第
一
回

中
隊
練
成
訓
練
実
施

岩
木
山
に
、
春
を
も
た
ら
す

　令
和
三
年
度
岩
木
山
観
光
復
興
協
力

岩
木
山
に
、
春
を
も
た
ら
す

　令
和
三
年
度
岩
木
山
観
光
復
興
協
力

展開地の安全化の様子

作業場へ前進

天内駐屯地司令視察

スコップとスノーダンプで協力し雪を排泄

令
和
三
年
度

　第
一
回
部
隊
火
器
射
撃
訓
練

令
和
三
年
度

　第
一
回
部
隊
火
器
射
撃
訓
練

　
第
九
偵
察
隊
（
隊
長
・
久
下
谷
二
佐
）
は
、
令
和
三
年
六
月
七
日
か
ら
十
一
日

の
間
、
岩
手
山
演
習
場
に
て
第
九
偵
察
隊
第
一
偵
察
小
隊
長
・
小
森
一
尉
以
下

四
十
八
名
が
参
加
し
た
令
和
三
年
度
第
一
回
部
隊
火
器
射
撃
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
目
的
は
、
各
個
の
射
撃
練
度
を
評
価
・
判
定
す
る
と
と
も
に
、
射
撃
技
術

の
向
上
を
目
的
に
実
施
し
た
。
課
目
は
、
５
・
５
６
ミ
リ
機
関
銃
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ

Ｍ
Ｉ
、
７
・
６
２

ミ
リ
車
載
機
関
銃

（
縮
射
）。

　
当
日
は
比
較
的

恵
ま
れ
た
天
候
で

あ
っ
た
た
め
、
隊

員
は
射
撃
訓
練
に

専
念
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
七
月
に
は
実
弾

射
撃
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
隊
員
に

と
っ
て
更
な
る
練

度
向
上
に
繋
が
っ

た
。

　
第
三
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
（
中
隊
長
・

阿
部
三
佐
）
は
、
令
和
三
年
六
月
十
六
日
か

ら
十
八
日
ま
で
の
間
、
第
一
回
中
隊
練
成
訓

練
を
実
施
し
た
。

　
中
隊
は
、
展
開
地
へ
の
移
動
及
び
展
開
、

展
開
地
及
び
車
両
行
進
間
の
警
戒
自
衛
戦
闘

を
演
練
し
て
中
隊
の
練
度
向
上
を
図
る
事
を

目
的
に
実
施
し
た
。

　
各
隊
員
は
、
展
開
地
の
安
全
化
要
領
や
捕

虜
の
取
り
扱
い
要
領
を
演
練
し
、
練
度
向
上

に
繋
が
っ
た
。

　
弘
前
駐
屯
地
（
司
令
・
天
内
一
佐
）
は
四
月
二
十
日
、

岩
木
山
除
雪
に
お
け
る
観
光
振
興
協
力
を
実
施
し
た
。
こ

の
協
力
は
弘
前
市
と
締
結
し
た
「
岩
木
山
除
雪
の
協
力
に

関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
毎
年
五
月
の
連
休
前
に
地
域

貢
献
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
当
日
は
、
隊
員
三
百
二
十
名
を
も
っ
て
岩
木
山
八
合
目

か
ら
九
合
目
の
リ
フ
ト
沿
い
約
五
百
メ
ー
ト
ル
の
区
間
を

除
雪
し
た
。
昨
年
ほ
ど
で
は
な
い
が
今
年
も
風
が
強
く
時

折
晴
れ
間
も
見
え
た
が
、
濃
霧
の
中
で
の
作
業
と
な
っ

た
。
ま
た
、
積
雪
量
は
例
年
よ
り
は
少
な
く
、
順
調
に
作

業
が
進
ん
だ
。
隊
員
は
ス
コ
ッ
プ
と
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
を
用

い
て
懸
命
に
除
雪
を
続
け
、
最
終
的
に
リ
フ
ト
区
間
約
五

百
メ
ー
ト
ル
、
最
大
で
約
一
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
積

も
っ
た
雪
を
除
雪
し
て
作
業
を
終
了
し
た
。

機関銃射撃

弘前自衛隊指定店
割引特典あり

●深視力検査器完備
●充電式補聴器も試聴可
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10キロ行進

脚立を用いて、一つ一つ丁寧に摘花

弘
前
駐
屯
地

　自
候
生
特
集
!!

弘
前
駐
屯
地

　自
候
生
特
集
!!

弘
前
駐
屯
地

　自
候
生
特
集
!!

空砲射撃 催涙ガス体験

戦闘訓練 体力検定 斥候・歩哨訓練

25キロ行進 修了式 記念写真

脚立を用いて高い所も抜かりなく摘花

地
域
住
民
と
の
絆
を
深
め
る

地
域
住
民
と
の
絆
を
深
め
る
曹
友
会
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

曹
友
会
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

定
年
退
官
者
の
紹
介
（
四
月
〜
六
月
）

定
年
退
官
者
の
紹
介
（
四
月
〜
六
月
）

永
年
の
勤
務
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

永
年
の
勤
務
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
弘
前
駐
屯
地
曹
友
会
（
曹
友
会
長
・
長
浜
准
尉
）
は
五
月
十
七
日
か
ら
十

九
日
ま
で
の
間
、
駐
屯
地
周
辺
の
り
ん
ご
園
で
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

し
た
。

　
こ
の
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
弘
前
駐
屯
地
が
開
庁
し
た
翌
年
の
一
九
六

九
年
か
ら
実
施
。
平
素
よ
り
駐
屯
地
周
辺
地
域
を
持
続
走
、
行
進
訓
練
並
び

に
ス
キ
ー
訓
練
等
の
コ
ー
ス
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
農
家
の

方
々
に
対
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
り
ん
ご
栽
培
の
摘
花
作
業
を
通
じ
て
地
域

住
民
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
今
年
度
は
、
駐
屯
地
隊
員
延
べ

百
二
十
八
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
十
軒
の
農
家
の
方
々
の
下
で
り

ん
ご
の
摘
花
作
業
を
実
施
し
た
。

　
隊
員
達
は
、
時
折
照
り
つ
け
る
日
差
し
の
下
で
農
家
の
方
々
か
ら
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
慎
重
に
、
黙
々
と
摘
花
作
業
に
励
ん
だ
。
ま
た
、
休
憩
・
昼

食
時
に
は
農
家
の
方
々
の
苦
労
話
や
り
ん
ご
の
話
題
・
自
衛
隊
の
話
題
な
ど

を
通
じ
て
互
い
に
交
流
を
深
め
て
い
た
。
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
駐
屯
地

司
令
、
業
務
隊
長
、
第
九
偵
察
隊
長
、
駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹
長
、
第
三
十

九
普
通
科
連
隊
副
連
隊
長
、
本
部
管
理
中
隊
長
、
重
迫
撃
砲
中
隊
長
、
会
計

隊
契
約
班
長
も
参
加
し
、
駐
屯
地
の
伝
統
を
体
験
し
た
。■

本
部
管
理
中
隊

　
三
等
陸
尉

　
浜
中

　
博
幸

　
陸

曹

長
　
齋
藤

　
直
敏

■
第
一
中
隊

　
准

陸

尉
　
工
藤

　
明
佳

■
第
二
中
隊

　
三
等
陸
尉

　
齋
藤

　
　
伸

■
第
三
中
隊

　
陸

曹

長
　
古
山

　
　
穣

■
業
務
隊

　
三
等
陸
尉

　
飯
村

　
昌
人

　
一
等
陸
曹

　
木
村

　
春
幸

　
一
等
陸
曹

　
今

　
　
秀
幸

■
第
九
偵
察
隊

　
陸

曹

長
　
工
藤

　
弘
英

　
陸

曹

長
　
小
金
渕
則
之

　
陸

曹

長
　
相
馬

　
　
明

■
第
３
８
０
会
計
隊

　
弘
前
派
遣
隊

　
陸

曹

長
　
古
川

　
貴
広
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